
８ 砂糖類・でん粉情報 2022.3

需給動向

̍.ੈքの࠭धڅ（２０２�年�２月時点予測）

砂糖の国際需給
ௐࠪใ෦ɹԘݪɹඦ߹ࢠ

ਤ１　ֆで見るੈքのҬผ砂糖需給（２０２１/２２年度予測値）

資料：ӳࠃのຽؒௐࠪձࣾLMC�International「2uarterly�StatistiDal�6QEate,�%eDember�２０２１」
注１：年度はࡍࠃ砂糖年度（１０月〜翌９月）。
注２：Ϥʔϩούには、ϩγΞをؚΉ。

（ઍトンʪૈࢉʫ）

表１　ੈքの砂糖需給の推移
（単位：千トンʪૈ糖算ʫ、%）

年度 期ट在庫量 生産量 輸入量 消費量 輸出量 期末在庫量 期末在庫率
1991/92 37,165 115,339 30,325 109,187 30,367 43,275 39.6
1996/97 48,284 126,217 34,491 118,126 36,946 53,920 45.6
2001/02 61,989 138,052 42,292 137,347 44,299 60,687 44.2
2006/07 56,404 164,685 46,737 155,847 49,829 62,150 39.9
2011/12 48,128 177,086 56,859 169,637 58,665 53,771 31.7
2016/17 69,822 180,387 70,759 181,369 71,288 68,310 37.7
2017/18 68,310 195,522 65,924 180,618 68,044 81,095 44.9
2018/19 81,095 186,454 61,232 184,261 61,706 82,813 44.9
2019/20 82,813 181,205 69,619 182,327 71,154 80,155 44.0
2020/21 80,155 182,030 67,347 185,895 67,821 75,817 40.8
2021/22

（2021年̕月予測） 77,182� 183,737� 62,827� 187,092� 64,929� 71,725� 38.3

2021/22
（2021年12月予測） 75,817� 183,862� 63,391� 187,532� 64,983� 70,554� 37.6

資料：LMC�International「2uarterly�StatistiDal�6QEate,�%eDember�２０２１」
注１：年度はࡍࠃ砂糖年度（１０月〜翌９月）。
注２：２０１9/２０年度および２０２０/２１年度の数値は推定値、２０２１/２２年度の数値は予測値。
注̏：期末在庫量は（期ट在庫量ʴ生産量ʴ輸ೖ量ʵফඅ量ʵ輸出量）。
注̐：期末在庫率は、期末在庫量をফඅ量でআしׂͨ合。

　「世界の砂糖需給」「主要国の砂糖需給」は四半期ごとの報告となっていますので、次回は２０２２年４月
号の掲載予定となります。直近の内容は２０２２年１月号をご参照ください。
　「世界の砂糖需給」： https://www.alic.go.jp/joho-s/joho07_002606.html 
　「主要国の砂糖需給」： https://www.alic.go.jp/joho-s/joho07_002607.html
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2.国ࡍՁ֨の動向

χϡʔϤʔΫૈ糖ઌ૬場のಈき（１/̏〜２/１１）
〜１月中०に１9ηント·で上ঢする、Լ०Ҏ߱はԼམにస͡、１8ηント前で推移〜

ਤ２　χϡʔϤʔΫૈ糖ઌ૬場のಈき
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資料：Πンλʔίンνωンλϧ取引ॴ（IC&）
　注：期ۙ̏月ݶの値。

期ۙ 出དྷ （ӈ࣠）ߴ

　χϡーϤークૈ糖ઌ૬の２０２２年１月の推移

を見ると（３月
がつ

ݶ
͗り

）、３日は、インυ製糖協会（*SM"）

が２０２1/２２年度（1０月〜翌９月）の1２月末時

の生産࣮が前年同期から増加したとൃ表したこと

を受け、1２月３1日の１ポンυ当たり1８ɽ８８ηン�

ト（注１）から同1８.7４ηントまで下མした。̑日Ҏ

降は、ϒϥδルインυ、タイなͲでの増産見込み

からଓམし、1０日は同17.８３ηントまでを下げ

た。11日Ҏ降は、ݪ༉価格の上ঢ（注２）ϨΞルߴ

の動き（注３）に߹Θͤて上ঢし、1３日には同1８.０９

ηントまで下མしたものの、1９日は同1９.０7ηント

までを上げた。ͦのޙはݪ༉価格のམち込み、

ੈքの砂糖धڅの؇がݒ೦されたことで下མがଓ

き、２８日は同1８.２０ηントまでを下げた。

　２月１日は、最近のݪ༉ߴを受けてϒϥδルの製

糖業者がΤタϊール生産量を増すとのࢥから、

同1８.４８ηントまでを上げた。２日は、ϒϥδル

サトウキビ産業協会（6/*C"）が同国中ೆ෦地Ҭ

における１月前のΤタϊールൢച量が前年同期か

ら大幅に減少したとൃ表したことを受けて、同

17.９３ηントまでٸམした。４日は、ݪ༉価格の上

ঢを受けて同1８.２３ηントまでを上げた。９日は、

ઌۚ༥ࢢが上向く中、同1８.４８ηントま

で上ঢした。1０日はݪ༉価格の動きを受けて下མ

にస͡、11日は同1８.２６ηントまでを下げた。

（注１）�１ポンυは４５３.６άϥϜ、ηントは１ถυルの
1００の１。

（注２）�Ұൠに、ݪ༉価格が上ঢすると、ੴ༉のସ೩ྉ
で͋るバイΦΤタϊールのध要も増加する。バイ
ΦΤタϊールのध要増加により、ͦ のݪྉ作（サ
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1０ 砂糖類・でん粉情報 2022.3

２０２１/２２年度の砂糖生産量はかなΓ大き͘
গする見込みݮগし、輸出量大幅にݮ
　-MC�*OUFSOBUJPOBM（産のधڅなͲをௐࠪす

るӳ国のຽؒௐࠪ会ࣾ）による２０２２年２月時の

༧ଌによると（Ҏ下、ಛஈのஅりがないݶり同༧ଌ

に基ͮく記ड़）、２０２1/２２年度（４月〜翌３月）

のサトウキビ収穫面積は、８６８万ヘクタール（前

年度比０.３%増）と横ばいで推移すると見込まれる

（表２）。サトウキビ生産量は、中ೆ෦地Ҭにおいて

もൃ生したଓした上、７月なͲにૼܧがީؾ૩ס

ことにより̑ԯ８２５０万トン（同11.４%減）とかな

り大きく減少すると見込まれる。砂糖生産量は、サ

トウキビの減産を受けて３８０８万トン（ૈ糖算ʪҎ

下、ಛஈのஅりがないݶり砂糖にる量はૈ糖

算ʫ、同1４.６%減）と、ґવとしてかなり大きく減

少すると見込まれる。輸出量も同༷に、砂糖の減産

、ίϩφՒにおけるྲྀのࠞཚをഎܠとしたւ上

ӡのߴಅを受けて、インυωγΞΞϑϦΧॾ国

なͲで同国産のૈ糖ध要が低下していることから、

２7５８万トン（同1９.０%減）と大幅な減少が見込ま

れる。

トウキビ、てんࡊなͲ）のバイΦΤタϊール生産
への向けが増えるҰํ、ͦれらから生産される
৯（サトウキビの߹は砂糖）の生産・څڙが
減ると定される。৯用్向けの度߹いがখ
さくなる΄Ͳधڅがͻっഭし、当֘৯の価格を
ԡし上げるํ向に作用する。

（注３）�ૈ 糖はถυルݐてで取引されるため、ถυルにର
してϨΞルが上ঢすると、૬ର的にϒϥδル産ૈ
糖の価格ڝ૪ྗが低下する。ੈք最大の砂糖輸出
国ϒϥδルの輸出意欲が低下すると、धڅのͻっ
ഭにつながることから、価格をԡし上げるํ向に
作用する。

サトウキビ෦のൃిྗが１２ΪΨϫοト
に౸ୡ
　6/*C"は２０２２年１月３０日、サトウキビ෦の

ൃి量が２２年１月時で１万２０５３ϝΨϫοト（最

大出ྗ、Ҏ下同͡）にୡし、同国最大の水ྗൃిॴ

のྗ（１万1２３３ϝΨϫοト）を上回ったとൃ表

した。

　6/*C"によると、サトウキビ෦のൃి量は水

ྗ、Խੴ೩ྉ、෩ྗに࣍いでߴく、同国の૯ൃి量

の６.６%をめている（注）。ϒϥδルでは、サトウキ

ビ෦のൃిとして、バΨεトϥογϡ（ধ
しΐう

಄
とう

෦
Ϳ

༿）を主೩ྉとするՐྗൃిॴが４1３Χॴ、バ

イΦΨεを使用するՐྗൃిॴが２Χॴଘ在する

が、ൃి量の８５%はサトウキビ主産地で͋る４

भで生産されている。内༁としては、サンύウϩभ

（６３３３ϝΨϫοト、５３%）、ϛφεδΣϥイεभ

（1４17ϝΨϫοト、1２%）、ΰイΞεभ（1３６２ϝΨ

ϫοト、11%）、Ϛトάϩοι・υ・εルभ（1０7８

ϝΨϫοト、９%）のॱとなっている。

　6/*C"のバイΦϚεిྗ෦の者は、ʮバイ

ΦϚεはϒϥδルのΤωルΪー業քにとってすでに

ॏ要なもので͋るが、これらをさらに׆用すること

̏.ੈքの࠭धڅʹӨڹΛ༩͑Δॾ国の動向（２０２２年2月時点予測）

ϒϥδϧ

【サトウキビ】
収穫面積：868万ha（前年度比０.3%増）
生 産 量：̑ԯ8２5０万トン（同１１.4%ݮ）

【砂糖（甘しゃ糖）】
生 産 量：38０8万トン（同１4.6%ݮ）
輸 出 量：２758万トン（同１9.０%ݮ）

２０２１/２２年度（̐月〜翌̏月）の見通し
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イϯυ

【サトウキビ】
収穫面積：499万ha（前年度比２.１%増）
生 産 量：̐ԯ１85０万トン（同4.１%増）

【砂糖（甘しゃ糖）】
生 産 量：344０万トン（同２.２%増）
輸ç出ç量：� 736万トン（同１3.8%ݮ）

２０２１/２２年度（１０月〜翌９月）の見通し

で、同国のバイΦϚεൃిのׂ߹が引き上がるՄ

ੑはまͩまͩ͋るʯとड़ている。

（注）うち、バイΦΨε༝དྷのൃిྗは３２ϝΨϫοト。

資料：「(lobal�5raEe�"tlas」
注１：)Sίʔυ１7０１.１4（ૈ糖）および１7０１.99（ਫ਼製糖）の数値。
注２：ࠃɾҬผの数値は、ۙ１3Χ月の輸出量（ྦྷ計）上位̏Χࠃを表ࣔ。

ϒϥδϧの砂糖（ૈ糖ɾਫ਼製糖ผ）の輸出量および輸出価格の推移（ߟࢀ）
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ૈ糖 ਫ਼製糖

表２　ϒϥδϧの砂糖需給の推移
� （単位：千ha、千トン、%）

年度 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22
（1月予測）

2021/22
（2月予測）

前年度比
（増減率）

サトウキビ収穫面積 8,649 8,599 8,651 8,676 8,676 0.3%
サトウキビ生産量 620,832 642,677 657,432 582,500 582,500 ▲11.4%

砂

　糖

生産量 31,225 31,804 44,597 38,100 38,080 ▲14.6%
輸入量 ̐ ̑ ̑ 2 ̑ 1.9%
消費量 10,374 10,842 10,996 10,800 10,756 ▲2.2%
輸出量 21,017 20,321 34,042 27,556 27,579 ▲19.0%
期末在庫量 3,132 3,777 3,341 3,081 3,091 ▲7.5%
期末在庫率 10.0 12.1 7.4 8.0 8.1 0.6ポイント増

資料：LMC�International「Monthly�Sugar�Information�in�Major�Countries,�February�２０２２」
注１：２０１9/２０年度および２０２０/２１年度の数値は推定値、２０２１/２２年度の数値は予測値。
注２：期末在庫量、期末在庫率および各項目の前年度比は、端数処理の関係で表中の値の計算結果と一致しない場合がある。

２０２１/２２年度の砂糖生産量と輸出量は、前
月予測から上ํमਖ਼
　２０２1/２２年度（1０月〜翌９月）のサトウキビの

収穫面積は、４９９万ヘクタール（前年度比２.1%増）

とΘͣかな増加が見込まれる（表３）。主産地の降

雨量は平年並みまたは平ۉを上回っており、生ҭ状
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２０２１/２２年度の砂糖生産量はかなΓ大き͘
গする見込みݮগし、輸出量大幅にݮ
　-MC�*OUFSOBUJPOBM（産のधڅなͲをௐࠪす

るӳ国のຽؒௐࠪ会ࣾ）による２０２２年２月時の

༧ଌによると（Ҏ下、ಛஈのஅりがないݶり同༧ଌ

に基ͮく記ड़）、２０２1/２２年度（４月〜翌３月）

のサトウキビ収穫面積は、８６８万ヘクタール（前

年度比０.３%増）と横ばいで推移すると見込まれる

（表２）。サトウキビ生産量は、中ೆ෦地Ҭにおいて

もൃ生したଓした上、７月なͲにૼܧがީؾ૩ס

ことにより̑ԯ８２５０万トン（同11.４%減）とかな

り大きく減少すると見込まれる。砂糖生産量は、サ

トウキビの減産を受けて３８０８万トン（ૈ糖算ʪҎ

下、ಛஈのஅりがないݶり砂糖にる量はૈ糖

算ʫ、同1４.６%減）と、ґવとしてかなり大きく減

少すると見込まれる。輸出量も同༷に、砂糖の減産

、ίϩφՒにおけるྲྀのࠞཚをഎܠとしたւ上

ӡのߴಅを受けて、インυωγΞΞϑϦΧॾ国

なͲで同国産のૈ糖ध要が低下していることから、

２7５８万トン（同1９.０%減）と大幅な減少が見込ま

れる。

トウキビ、てんࡊなͲ）のバイΦΤタϊール生産
への向けが増えるҰํ、ͦれらから生産される
৯（サトウキビの߹は砂糖）の生産・څڙが
減ると定される。৯用్向けの度߹いがখ
さくなる΄Ͳधڅがͻっഭし、当֘৯の価格を
ԡし上げるํ向に作用する。

（注３）�ૈ 糖はถυルݐてで取引されるため、ถυルにର
してϨΞルが上ঢすると、૬ର的にϒϥδル産ૈ
糖の価格ڝ૪ྗが低下する。ੈք最大の砂糖輸出
国ϒϥδルの輸出意欲が低下すると、धڅのͻっ
ഭにつながることから、価格をԡし上げるํ向に
作用する。

サトウキビ෦のൃిྗが１２ΪΨϫοト
に౸ୡ
　6/*C"は２０２２年１月３０日、サトウキビ෦の

ൃి量が２２年１月時で１万２０５３ϝΨϫοト（最

大出ྗ、Ҏ下同͡）にୡし、同国最大の水ྗൃిॴ

のྗ（１万1２３３ϝΨϫοト）を上回ったとൃ表

した。

　6/*C"によると、サトウキビ෦のൃి量は水

ྗ、Խੴ೩ྉ、෩ྗに࣍いでߴく、同国の૯ൃి量

の６.６%をめている（注）。ϒϥδルでは、サトウキ

ビ෦のൃిとして、バΨεトϥογϡ（ধ
しΐう

಄
とう

෦
Ϳ

༿）を主೩ྉとするՐྗൃిॴが４1３Χॴ、バ

イΦΨεを使用するՐྗൃిॴが２Χॴଘ在する

が、ൃి量の８５%はサトウキビ主産地で͋る４

भで生産されている。内༁としては、サンύウϩभ

（６３３３ϝΨϫοト、５３%）、ϛφεδΣϥイεभ

（1４17ϝΨϫοト、1２%）、ΰイΞεभ（1３６２ϝΨ

ϫοト、11%）、Ϛトάϩοι・υ・εルभ（1０7８

ϝΨϫοト、９%）のॱとなっている。

　6/*C"のバイΦϚεిྗ෦の者は、ʮバイ

ΦϚεはϒϥδルのΤωルΪー業քにとってすでに

ॏ要なもので͋るが、これらをさらに׆用すること

̏.ੈքの࠭धڅʹӨڹΛ༩͑Δॾ国の動向（２０２２年2月時点予測）

ϒϥδϧ

【サトウキビ】
収穫面積：868万ha（前年度比０.3%増）
生 産 量：̑ԯ8２5０万トン（同１１.4%ݮ）

【砂糖（甘しゃ糖）】
生 産 量：38０8万トン（同１4.6%ݮ）
輸 出 量：２758万トン（同１9.０%ݮ）

２０２１/２２年度（̐月〜翌̏月）の見通し
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イϯυ

【サトウキビ】
収穫面積：499万ha（前年度比２.１%増）
生 産 量：̐ԯ１85０万トン（同4.１%増）

【砂糖（甘しゃ糖）】
生 産 量：344０万トン（同２.２%増）
輸ç出ç量：� 736万トン（同１3.8%ݮ）

２０２１/２２年度（１０月〜翌９月）の見通し

で、同国のバイΦϚεൃిのׂ߹が引き上がるՄ

ੑはまͩまͩ͋るʯとड़ている。

（注）うち、バイΦΨε༝དྷのൃిྗは３２ϝΨϫοト。

資料：「(lobal�5raEe�"tlas」
注１：)Sίʔυ１7０１.１4（ૈ糖）および１7０１.99（ਫ਼製糖）の数値。
注２：ࠃɾҬผの数値は、ۙ１3Χ月の輸出量（ྦྷ計）上位̏Χࠃを表ࣔ。

ϒϥδϧの砂糖（ૈ糖ɾਫ਼製糖ผ）の輸出量および輸出価格の推移（ߟࢀ）
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ૈ糖 ਫ਼製糖

表２　ϒϥδϧの砂糖需給の推移
� （単位：千ha、千トン、%）

年度 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22
（1月予測）

2021/22
（2月予測）

前年度比
（増減率）

サトウキビ収穫面積 8,649 8,599 8,651 8,676 8,676 0.3%
サトウキビ生産量 620,832 642,677 657,432 582,500 582,500 ▲11.4%

砂

　糖

生産量 31,225 31,804 44,597 38,100 38,080 ▲14.6%
輸入量 ̐ ̑ ̑ 2 ̑ 1.9%
消費量 10,374 10,842 10,996 10,800 10,756 ▲2.2%
輸出量 21,017 20,321 34,042 27,556 27,579 ▲19.0%

期末在庫量 3,132 3,777 3,341 3,081 3,091 ▲7.5%
期末在庫率 10.0 12.1 7.4 8.0 8.1 0.6ポイント増

資料：LMC�International「Monthly�Sugar�Information�in�Major�Countries,�February�２０２２」
注１：２０１9/２０年度および２０２０/２１年度の数値は推定値、２０２１/２２年度の数値は予測値。
注２：期末在庫量、期末在庫率および各項目の前年度比は、端数処理の関係で表中の値の計算結果と一致しない場合がある。

２０２１/２２年度の砂糖生産量と輸出量は、前
月予測から上ํमਖ਼
　２０２1/２２年度（1０月〜翌９月）のサトウキビの

収穫面積は、４９９万ヘクタール（前年度比２.1%増）

とΘͣかな増加が見込まれる（表３）。主産地の降

雨量は平年並みまたは平ۉを上回っており、生ҭ状
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1２ 砂糖類・でん粉情報 2022.3

況はॱௐで͋ることから、サトウキビ生産量は

４ԯ1８５０万トン（同４.1%増）と増加すると

見込まれる。砂糖生産量は、෦でൃ生した1０月

の大雨の影響が当初の見込みよりখさいとみられࠒ

る΄か、主産地のϚϋϥγϡトϥभのサトウキビの

࣭が༧を上回っていることを受けて前月༧ଌか

ら上ํमਖ਼され、３４４０万トン（同２.２%増）とΘ

ͣかな増加が見込まれる。輸出量は、ૈ糖の輸出が

৳びΉҰํ、ਫ਼製糖の輸出はॱௐにߦΘれている

状況を受けて、前月༧ଌから上ํमਖ਼されたものの、

ґવとして7３６万トン（同1３.８%減）とかなり大

きな減少が見込まれる。近年、インυの在庫状況が

改善される中、２1年1２月、ੈքқػ （̬̩̤ؔ）

ฆ૪ॲཧ委員会（ύωル）がެ表したインυ政府の

砂糖政ࡦにؔする報ࠂॻでは、同国のサトウキビの

最低ങい取り価格砂糖の輸出ิॿۚが̬̩̤協定

にҧ反していると݁付けられた（注）。現時にお

いて２1/２２年度の輸出ิॿۚ政ࡦは࣮ࢪされてい

ないものの、同国産砂糖の輸出価格が上ঢ基ௐに͋

る中、ޙࠓの同国産砂糖輸出の動向が注目される。

（注）�ৄ については、２０２２年１月1３日付ւ֎情報ʮ8T0ࡉ
ฆ૪ղܾ委、インυの砂糖政ࡦを協定ҧ反とࡋ定ʯ
（IUUQT�//XXX.BMJD.HP.KQ/DIPTB�D/KPIP０1@００３1５３.
IUNM�）をࢀরされたい。
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インドネシア バングラデシュ アラブ首長国連邦

その他 輸出価格（FOB〈右軸〉)

（米ドル／トン）ૈ糖 ਫ਼製糖

資料：「(lobal�5raEe�"tlas」
注１：)Sίʔυ１7０１.１4（ૈ糖）および１7０１.99（ਫ਼製糖）の数値。
注２：ࠃɾҬผの数値は、ۙ１3Χ月の輸出量（ྦྷ計）上位̏Χࠃを表ࣔ。

Πンυの砂糖（ૈ糖ɾਫ਼製糖ผ）の輸出量および輸出価格の推移（ߟࢀ）

表̏　Πンυの砂糖需給の推移
� （単位：千ha、千トン、%）

年度 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22
（1月予測）

2021/22
（2月予測）

前年度比
（増減率）

サトウキビ収穫面積 4,960 4,642 4,888 4,985 4,993 2.1%
サトウキビ生産量 404,528 369,849 402,033 410,626 418,495 4.1%

砂

　糖

生産量 35,798 29,544 33,642 33,210 34,397 2.2%
輸入量 664 1,687 1,022 486 108 ▲89.4%
消費量 27,540 27,108 28,679 29,052 29,052 1.3%
輸出量 5,483 8,254 8,538 7,305 7,356 ▲13.8%
期末在庫量 14,963 10,833 8,279 5,296 6,375 ▲23.0%
期末在庫率 45.3 30.6 22.2 14.6 17.5 4.7ポイント減

資料：LMC�International「Monthly�Sugar�Information�in�Major�Countries,�February�２０２２」
注１：２０１9/２０年度および２０２０/２１年度の数値は推定値、２０２１/２２年度の数値は予測値。
注２：期末在庫量、期末在庫率および各項目の前年度比は、端数処理の関係で表中の値の計算結果と一致しない場合がある。

p08-18 砂糖の国際需給.indd   10 0000-00-03   7828

砂糖類・でん粉情報 2022.3 1３

２０２１/２２年度の砂糖生産量はかなΓのఔ度
গする見込みݮগし、輸ೖ量は大幅にݮ
　２０２1/２２年度（1０月〜翌９月）のサトウキビの

収穫面積は、11２万ヘクタール（前年度比３.６%減）

と減少すると見込まれる（表４）。サトウキビ

生産量は、主産地で͋るνϫン࣏ࣗ۠Ӣೆ

省のఱީがྑで͋るため、7３８９万トン（同０.４%

増）とΘͣかに増加すると見込まれる。Ұํ、同年

度のてんࡊの収穫面積は、トウϞϩίγへのస作の

増加により（注）、1４万ヘクタール（同３7.８%減）

と大幅に減少すると見込まれる。てんࡊ生産量も、

ౙقのפが定Ҏ上に影響すると見込まれること

で前回༧ଌから下ํमਖ਼され、7３９万トン（同

４０.３%減）と大幅な減少が見込まれる。

　砂糖生産量は、てんࡊ糖生産量の減少を受けて

1０71万トン（同7.1%減）とかなりのఔ度減少す

ると見込まれる。輸入量は、２０２０年に引きଓき

２０２1年も国内ध要を上回る量の砂糖を輸入したこ

とで、国内在庫の積み増しが定されることから、

６４1万トン（同２０.7%減）と大幅に減少すると見

込まれる。

（注）�同国では、ΞϑϦΧಲからの回復によるಲࣂཆ಄
の増加を受けて、ࣂྉ用トウϞϩίγなͲのध要
がߴまりを見ͤている。ৄࡉは、２０２1年̒月17日
付ւ֎情報ʮ中国業ల報ࠂ（２０２1Ȃ２０３０）を
ൃ表（ࣂྉฤ）（中国）ʯ（IUUQT�//XXX.BMJD.HP.KQ/
DIPTB�D/KPIP０1@００２９６7.IUNM�）をࢀরされたい。

த　ࠃ

【サトウキビ】
収穫面積：１１２万ha（前年度比3.6%ݮ）
生 産 量：7389万トン（同０.4%増）
【ͯΜࡊ】
収穫面積：１4万ha（同37.8%ݮ）
生 産 量：739万トン（同4０.3%ݮ）

【砂糖（甘しゃ糖およびͯΜࡊ糖）】
生 産 量：１０7１万トン（同7.１%ݮ）
輸 ೖ 量：� 64１万トン（同２０.7%ݮ）

２０２１/２２年度（１０月〜翌９月）の見通し

表̐　中ࠃの砂糖需給の推移
� （単位：千ha、千トン、%）

年度 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22
（1月予測）

2021/22
（2月予測）

前年度比
（増減率）

サトウキビ収穫面積 1,219 1,176 1,157 1,115 1,115 ▲3.6%
サトウキビ生産量 78,590 76,231 73,600 73,890 73,890 0.4%
ͯΜࡊ収穫面積 243 213 231 144 144 ▲37.8%
ͯΜࡊ生産量 11,670 10,900 12,380 8,100 7,391 ▲40.3%

砂

　糖

生産量 11,640 11,258 11,530 10,839 10,709 ▲7.1%
輸入量 5,038 6,594 8,091 6,050 6,412 ▲20.7%
消費量 16,522 16,414 16,849 16,849 16,849 0.0%
輸出量 210 192 132 152 130 ▲2.0%
期末在庫量 11,218 12,465 15,105 15,183 15,249 0.9%
期末在庫率 67.0 75.1 89.0 89.3 89.8 0.9ポイント増

資料：LMC�International「Monthly�Sugar�Information�in�Major�Countries,�February�２０２２」
注１：２０１9/２０年度および２０２０/２１年度の数値は推定値、２０２１/２２年度の数値は予測値。
注２：期末在庫量、期末在庫率および各項目の前年度比は、端数処理の関係で表中の値の計算結果と一致しない場合がある。
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1２ 砂糖類・でん粉情報 2022.3

況はॱௐで͋ることから、サトウキビ生産量は

４ԯ1８５０万トン（同４.1%増）と増加すると

見込まれる。砂糖生産量は、෦でൃ生した1０月

の大雨の影響が当初の見込みよりখさいとみられࠒ

る΄か、主産地のϚϋϥγϡトϥभのサトウキビの

࣭が༧を上回っていることを受けて前月༧ଌか

ら上ํमਖ਼され、３４４０万トン（同２.２%増）とΘ

ͣかな増加が見込まれる。輸出量は、ૈ糖の輸出が

৳びΉҰํ、ਫ਼製糖の輸出はॱௐにߦΘれている

状況を受けて、前月༧ଌから上ํमਖ਼されたものの、

ґવとして7３６万トン（同1３.８%減）とかなり大

きな減少が見込まれる。近年、インυの在庫状況が

改善される中、２1年1２月、ੈքқػ （̬̩̤ؔ）

ฆ૪ॲཧ委員会（ύωル）がެ表したインυ政府の

砂糖政ࡦにؔする報ࠂॻでは、同国のサトウキビの

最低ങい取り価格砂糖の輸出ิॿۚが̬̩̤協定

にҧ反していると݁付けられた（注）。現時にお

いて２1/２２年度の輸出ิॿۚ政ࡦは࣮ࢪされてい

ないものの、同国産砂糖の輸出価格が上ঢ基ௐに͋

る中、ޙࠓの同国産砂糖輸出の動向が注目される。

（注）�ৄ については、２０２２年１月1３日付ւ֎情報ʮ8T0ࡉ
ฆ૪ղܾ委、インυの砂糖政ࡦを協定ҧ反とࡋ定ʯ
（IUUQT�//XXX.BMJD.HP.KQ/DIPTB�D/KPIP０1@００３1５３.
IUNM�）をࢀরされたい。
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インドネシア バングラデシュ アラブ首長国連邦

その他 輸出価格（FOB〈右軸〉)

（米ドル／トン）ૈ糖 ਫ਼製糖

資料：「(lobal�5raEe�"tlas」
注１：)Sίʔυ１7０１.１4（ૈ糖）および１7０１.99（ਫ਼製糖）の数値。
注２：ࠃɾҬผの数値は、ۙ１3Χ月の輸出量（ྦྷ計）上位̏Χࠃを表ࣔ。

Πンυの砂糖（ૈ糖ɾਫ਼製糖ผ）の輸出量および輸出価格の推移（ߟࢀ）

表̏　Πンυの砂糖需給の推移
� （単位：千ha、千トン、%）

年度 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22
（1月予測）

2021/22
（2月予測）

前年度比
（増減率）

サトウキビ収穫面積 4,960 4,642 4,888 4,985 4,993 2.1%
サトウキビ生産量 404,528 369,849 402,033 410,626 418,495 4.1%

砂

　糖

生産量 35,798 29,544 33,642 33,210 34,397 2.2%
輸入量 664 1,687 1,022 486 108 ▲89.4%
消費量 27,540 27,108 28,679 29,052 29,052 1.3%
輸出量 5,483 8,254 8,538 7,305 7,356 ▲13.8%
期末在庫量 14,963 10,833 8,279 5,296 6,375 ▲23.0%
期末在庫率 45.3 30.6 22.2 14.6 17.5 4.7ポイント減

資料：LMC�International「Monthly�Sugar�Information�in�Major�Countries,�February�２０２２」
注１：２０１9/２０年度および２０２０/２１年度の数値は推定値、２０２１/２２年度の数値は予測値。
注２：期末在庫量、期末在庫率および各項目の前年度比は、端数処理の関係で表中の値の計算結果と一致しない場合がある。
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２０２１/２２年度の砂糖生産量はかなΓのఔ度
গする見込みݮগし、輸ೖ量は大幅にݮ
　２０２1/２２年度（1０月〜翌９月）のサトウキビの

収穫面積は、11２万ヘクタール（前年度比３.６%減）

と減少すると見込まれる（表４）。サトウキビ

生産量は、主産地で͋るνϫン࣏ࣗ۠Ӣೆ

省のఱީがྑで͋るため、7３８９万トン（同０.４%

増）とΘͣかに増加すると見込まれる。Ұํ、同年

度のてんࡊの収穫面積は、トウϞϩίγへのస作の

増加により（注）、1４万ヘクタール（同３7.８%減）

と大幅に減少すると見込まれる。てんࡊ生産量も、

ౙقのפが定Ҏ上に影響すると見込まれること

で前回༧ଌから下ํमਖ਼され、7３９万トン（同

４０.３%減）と大幅な減少が見込まれる。

　砂糖生産量は、てんࡊ糖生産量の減少を受けて

1０71万トン（同7.1%減）とかなりのఔ度減少す

ると見込まれる。輸入量は、２０２０年に引きଓき

２０２1年も国内ध要を上回る量の砂糖を輸入したこ

とで、国内在庫の積み増しが定されることから、

６４1万トン（同２０.7%減）と大幅に減少すると見

込まれる。

（注）�同国では、ΞϑϦΧಲからの回復によるಲࣂཆ಄
の増加を受けて、ࣂྉ用トウϞϩίγなͲのध要
がߴまりを見ͤている。ৄࡉは、２０２1年̒月17日
付ւ֎情報ʮ中国業ల報ࠂ（２０２1Ȃ２０３０）を
ൃ表（ࣂྉฤ）（中国）ʯ（IUUQT�//XXX.BMJD.HP.KQ/
DIPTB�D/KPIP０1@００２９６7.IUNM�）をࢀরされたい。

த　ࠃ

【サトウキビ】
収穫面積：１１２万ha（前年度比3.6%ݮ）
生 産 量：7389万トン（同０.4%増）
【ͯΜࡊ】
収穫面積：１4万ha（同37.8%ݮ）
生 産 量：739万トン（同4０.3%ݮ）

【砂糖（甘しゃ糖およびͯΜࡊ糖）】
生 産 量：１０7１万トン（同7.１%ݮ）
輸 ೖ 量：� 64１万トン（同２０.7%ݮ）

２０２１/２２年度（１０月〜翌９月）の見通し

表̐　中ࠃの砂糖需給の推移
� （単位：千ha、千トン、%）

年度 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22
（1月予測）

2021/22
（2月予測）

前年度比
（増減率）

サトウキビ収穫面積 1,219 1,176 1,157 1,115 1,115 ▲3.6%
サトウキビ生産量 78,590 76,231 73,600 73,890 73,890 0.4%
ͯΜࡊ収穫面積 243 213 231 144 144 ▲37.8%
ͯΜࡊ生産量 11,670 10,900 12,380 8,100 7,391 ▲40.3%

砂

　糖

生産量 11,640 11,258 11,530 10,839 10,709 ▲7.1%
輸入量 5,038 6,594 8,091 6,050 6,412 ▲20.7%
消費量 16,522 16,414 16,849 16,849 16,849 0.0%
輸出量 210 192 132 152 130 ▲2.0%

期末在庫量 11,218 12,465 15,105 15,183 15,249 0.9%
期末在庫率 67.0 75.1 89.0 89.3 89.8 0.9ポイント増

資料：LMC�International「Monthly�Sugar�Information�in�Major�Countries,�February�２０２２」
注１：２０１9/２０年度および２０２０/２１年度の数値は推定値、２０２１/２２年度の数値は予測値。
注２：期末在庫量、期末在庫率および各項目の前年度比は、端数処理の関係で表中の値の計算結果と一致しない場合がある。
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２０２１/２２年度の輸出量は、かなΓのఔ度増
Ճする見込み　
　２０２1/２２年度（1０月〜翌９月）のてんࡊの収穫

面積は、1４６万ヘクタール（前年度比1.０%減）と

Θͣかな減少が見込まれる（表̑）。てんࡊ生産量は、

干ばつの影響を受けた前年と比、ࠓ期は生ҭ期ؒ

の降雨量がଟく、生ҭ状況がॱௐで͋ることから、

１ԯ117６万トン（同1３.６%増）とかなり大きく増

加すると見込まれる。砂糖生産量は、てんࡊの増産

を受けて171５万トン（同1３.３%増）とかなり大き

く増加すると見込まれる。輸出量は、生産量の増加

なͲを踏まえ、1３９万トン（同９.８%増）とかなり

のఔ度増加するものの、ґવとして1００万トン

前で推移すると見込まれる。

ϑϥンε、２０２２年छ期のωΦχίνϊ
Πυܥༀのٸۓ༻をڐՄ
　２０２２年のてんࡊの

は

छ
しΎ

期
き

に向けて、Ҥ
い

ԫ
おう

ප
びΐう

をഔ

հするΞϒϥϜγをআするޮՌの͋るωΦχίν

ϊイυܥༀ（イϛμクϩϓϦυおよびνΞϝトキ

サϜ）でॲཧされたてんࡊछࢠのٸۓ使用をڐՄす

るϑϥンεの政ྩが、２月１日付けの報にࡌܝさ

れた。̪̚では、ϛツバνなͲに༩える影響がݒ೦

されるとして同ༀのะ
΄


͡ΐう

、されておりݶが੍ࢄ

同国でも1８年Ҏ降、使用がࢭېされていた。しかし、

２０年にҤԫපがྲྀߦしたことを受けて、同年末に

同ༀのてんࡊछࢠへの使用を、２1年から最大２３

年までڐՄする๏案がՄܾされていた。

　同国のてんࡊ生産者߹（C(B）は、ʮてんࡊ生

産者業քશମがちんでいたこの政ྩをܴす

るʯとのίϝントをൃ表した。Ұํ、ϛツバνͦ

のଞࠛへの影響をܰ減するために、ॲཧࡁてんࡊ

の砂糖（ૈ糖ɾਫ਼製糖ผ）の輸ೖ量および輸ೖ価格の推移ࠃ中（ߟࢀ）

資料：「(lobal�5raEe�"tlas」
注１：)Sίʔυ１7０１.１4（ૈ糖）および１7０１.99（ਫ਼製糖）の数値。
注２：ࠃɾҬผの数値は、ۙ１3Χ月の輸ೖ量（ྦྷ計）上位̏Χࠃを表ࣔ。

0

100

200

300

400

500

600

0

150

300

450

600

750

900

2020

.12

2021

.1

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

（千トン）

（年.᭶）
䝤ラ䝆䝹 䜻䝳ー䝞 䜶䝹䝃䝹䝞ド䝹

その他 ㍺ධ౯᱁（CIF䚾ྑ㍈䚿㻕

（⡿ド䝹䠋トン）

0

100

200

300

400

500

600

0

20

40

60

80

100

120

2020

.12

2021

.1

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

（千トン）

（年.᭶）
䜰ラ䝤㤳㛗ᅜ㐃㑥 㡑ᅜ 䝍イ

その他 ㍺ධ౯᱁（CIF䚾ྑ㍈䚿㻕

（⡿ド䝹䠋トン）ૈ糖 ਫ਼製糖

&　6

【ͯΜࡊ】
収穫面積：１46万ha（前年度比１.０%ݮ）
生 産 量：１ԯ１１76万トン（同１3.6%増）

【砂糖（ͯΜࡊ糖）】
生 産 量：１7１5万トン（同１3.3%増）
輸 出 量：� １39万トン（同9.8%増）

２０２１/２２年度（１０月〜翌９月）の見通し
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छࢠをछしたะにおいては、翌年から３年ؒに

Θたり、ഓ目が੍ݶされたことにରし、ʮ生産

者が当੍֘ݶをݏѱし、ଞのߴ収ӹੑ作に移ߦす

ることで、てんࡊഓ面積の減少不ेなྠ作を

引きىこすՄੑが͋るʯとしてݒ೦をࣔした。

Ԥ州製糖ۀք団体、ӳࠃ政府によるਫ਼製༻
ૈ糖の関੫໔আԆをݒ೦
　Ԥभ砂糖製者協会（C&'S）の２０２２年１月17

日付けの໌によると、ӳ国政府は、２1年１月に

設定したૈ糖にରする２６万トンのࣗ主的ؔ੫ׂ当

（"T2）（注１）の期ݶを２４年1２月３1日までԆする

とൃ表した。"T2をར用できる国の੍ݶはなく、

輸入量が"T2のׂ当量にୡした߹は、最ܙ国

۰（M'/）ؔ੫で͋る1００キϩάϥϜ当たり

２８.００ポンυ（４４５２円）（注２）がద用される。ӳ国

政府は、"T2が国内のてんࡊ生産者に影響をٴ΅

さないとੳしているものの、શӳ業者߹

（/'6）は、同国でڐՄされていないༀഓٕ

ज़を用いたૈ糖、また、輸出国のิॿを受けたૈ糖

がੈք中から輸入されるとして、反ରの࢟をࣔし

ている。

　また、"T2の期ݶԆについてC&'Sは、この度

のԆは、̪̚、"C1ॾ国（&6のچ২ຽ地で͋る

ΞϑϦΧ、ΧϦϒ、ଠ平༸ॾ国）および-%Cॾ国（ޙ

ൃ։ൃ్上国）の砂糖生産者のみにద用されるৡา

（ಛؔܙ੫）（注３）のغଛにつながることからײػة

を֮えるとして、/'6と同༷にݒ೦をࣔした。

（注１）�"VUPOPNPVT�UBSJ⒎�RVPUBT（ࣗ主的ؔ੫ׂ当）は、
量をݶ定してؔ੫を໔আするもの。ৄ ࢀは下記ࡉ
র（ӳ国政府)1ɿIUUQT�//XXX.HPW.VL/HVJEBODF/
EVUZ�TVTQFOTJPOT�BOE�UBSJ⒎�RVPUBT）。

（注２）ࡾ�ඛ6'+ϦサーνˍίンサルςΟンάࣜג会 ʮࣾ月
末・月中平ۉのҝସ૬ʯの１月末TTS૬で͋
る１ポンυʹ1５９（1５８.7２）円を使用。

（注３）�ӳ国は、&6、"C1ॾ国および-%Cॾ国産のૈ糖
およびന糖をແ੫で輸入するા置をとっている。

表̑　&6の砂糖需給の推移
� （単位：千ha、千トン、%）

年度 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22
（1月予測）

2021/22
（2月予測）

前年度比
（増減率）

ͯΜࡊ収穫面積 1,599 1,517 1,476 1,461 1,461 ▲1.0%
ͯΜࡊ生産量 104,309 110,102 98,420 110,386 111,763 13.6%

砂

　糖

生産量 17,117 16,971 15,138 17,260 17,153 13.3%
輸入量 2,349 2,230 1,923 1,592 1,858 ▲3.4%
消費量 17,578 17,156 16,773 17,254 17,310 3.2%
輸出量 2,391 1,436 1,262 1,384 1,386 9.8%
期末在庫量 1,705 2,314 1,340 1,590 1,656 23.5%
期末在庫率 8.5 12.4 7.4 8.5 8.9 1.4ポイント増

資料：LMC�International「Monthly�Sugar�Information�in�Major�Countries,�February�２０２２」
注１：２０１9/２０年度および２０２０/２１年度の数値は推定値、２０２１/２２年度の数値は予測値。
注２：期末在庫量、期末在庫率および各項目の前年度比は、端数処理の関係で表中の値の計算結果と一致しない場合がある。
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２０２１/２２年度の輸出量は、かなΓのఔ度増
Ճする見込み　
　２０２1/２２年度（1０月〜翌９月）のてんࡊの収穫

面積は、1４６万ヘクタール（前年度比1.０%減）と

Θͣかな減少が見込まれる（表̑）。てんࡊ生産量は、

干ばつの影響を受けた前年と比、ࠓ期は生ҭ期ؒ

の降雨量がଟく、生ҭ状況がॱௐで͋ることから、

１ԯ117６万トン（同1３.６%増）とかなり大きく増

加すると見込まれる。砂糖生産量は、てんࡊの増産

を受けて171５万トン（同1３.３%増）とかなり大き

く増加すると見込まれる。輸出量は、生産量の増加

なͲを踏まえ、1３９万トン（同９.８%増）とかなり

のఔ度増加するものの、ґવとして1００万トン

前で推移すると見込まれる。

ϑϥンε、２０２２年छ期のωΦχίνϊ
Πυܥༀのٸۓ༻をڐՄ
　２０２２年のてんࡊの

は

छ
しΎ

期
き

に向けて、Ҥ
い

ԫ
おう

ප
びΐう

をഔ

հするΞϒϥϜγをআするޮՌの͋るωΦχίν

ϊイυܥༀ（イϛμクϩϓϦυおよびνΞϝトキ

サϜ）でॲཧされたてんࡊछࢠのٸۓ使用をڐՄす

るϑϥンεの政ྩが、２月１日付けの報にࡌܝさ

れた。̪̚では、ϛツバνなͲに༩える影響がݒ೦

されるとして同ༀのะ
΄


͡ΐう

、されておりݶが੍ࢄ

同国でも1８年Ҏ降、使用がࢭېされていた。しかし、

２０年にҤԫපがྲྀߦしたことを受けて、同年末に

同ༀのてんࡊछࢠへの使用を、２1年から最大２３

年までڐՄする๏案がՄܾされていた。

　同国のてんࡊ生産者߹（C(B）は、ʮてんࡊ生

産者業քશମがちんでいたこの政ྩをܴす

るʯとのίϝントをൃ表した。Ұํ、ϛツバνͦ

のଞࠛへの影響をܰ減するために、ॲཧࡁてんࡊ

の砂糖（ૈ糖ɾਫ਼製糖ผ）の輸ೖ量および輸ೖ価格の推移ࠃ中（ߟࢀ）

資料：「(lobal�5raEe�"tlas」
注１：)Sίʔυ１7０１.１4（ૈ糖）および１7０１.99（ਫ਼製糖）の数値。
注２：ࠃɾҬผの数値は、ۙ１3Χ月の輸ೖ量（ྦྷ計）上位̏Χࠃを表ࣔ。
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&　6

【ͯΜࡊ】
収穫面積：１46万ha（前年度比１.０%ݮ）
生 産 量：１ԯ１１76万トン（同１3.6%増）

【砂糖（ͯΜࡊ糖）】
生 産 量：１7１5万トン（同１3.3%増）
輸 出 量：� １39万トン（同9.8%増）

２０２１/２２年度（１０月〜翌９月）の見通し
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छࢠをछしたะにおいては、翌年から３年ؒに

Θたり、ഓ目が੍ݶされたことにରし、ʮ生産

者が当੍֘ݶをݏѱし、ଞのߴ収ӹੑ作に移ߦす

ることで、てんࡊഓ面積の減少不ेなྠ作を

引きىこすՄੑが͋るʯとしてݒ೦をࣔした。

Ԥ州製糖ۀք団体、ӳࠃ政府によるਫ਼製༻
ૈ糖の関੫໔আԆをݒ೦
　Ԥभ砂糖製者協会（C&'S）の２０２２年１月17

日付けの໌によると、ӳ国政府は、２1年１月に

設定したૈ糖にରする２６万トンのࣗ主的ؔ੫ׂ当

（"T2）（注１）の期ݶを２４年1２月３1日までԆする

とൃ表した。"T2をར用できる国の੍ݶはなく、

輸入量が"T2のׂ当量にୡした߹は、最ܙ国

۰（M'/）ؔ੫で͋る1００キϩάϥϜ当たり

２８.００ポンυ（４４５２円）（注２）がద用される。ӳ国

政府は、"T2が国内のてんࡊ生産者に影響をٴ΅

さないとੳしているものの、શӳ業者߹

（/'6）は、同国でڐՄされていないༀഓٕ

ज़を用いたૈ糖、また、輸出国のิॿを受けたૈ糖

がੈք中から輸入されるとして、反ରの࢟をࣔし

ている。

　また、"T2の期ݶԆについてC&'Sは、この度

のԆは、̪̚、"C1ॾ国（&6のچ২ຽ地で͋る

ΞϑϦΧ、ΧϦϒ、ଠ平༸ॾ国）および-%Cॾ国（ޙ

ൃ։ൃ్上国）の砂糖生産者のみにద用されるৡา

（ಛؔܙ੫）（注３）のغଛにつながることからײػة

を֮えるとして、/'6と同༷にݒ೦をࣔした。

（注１）�"VUPOPNPVT�UBSJ⒎�RVPUBT（ࣗ主的ؔ੫ׂ当）は、
量をݶ定してؔ੫を໔আするもの。ৄ ࢀは下記ࡉ
র（ӳ国政府)1ɿIUUQT�//XXX.HPW.VL/HVJEBODF/
EVUZ�TVTQFOTJPOT�BOE�UBSJ⒎�RVPUBT）。

（注２）ࡾ�ඛ6'+ϦサーνˍίンサルςΟンάࣜג会 ʮࣾ月
末・月中平ۉのҝସ૬ʯの１月末TTS૬で͋
る１ポンυʹ1５９（1５８.7２）円を使用。

（注３）�ӳ国は、&6、"C1ॾ国および-%Cॾ国産のૈ糖
およびന糖をແ੫で輸入するા置をとっている。

表̑　&6の砂糖需給の推移
� （単位：千ha、千トン、%）

年度 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22
（1月予測）

2021/22
（2月予測）

前年度比
（増減率）

ͯΜࡊ収穫面積 1,599 1,517 1,476 1,461 1,461 ▲1.0%
ͯΜࡊ生産量 104,309 110,102 98,420 110,386 111,763 13.6%

砂

　糖

生産量 17,117 16,971 15,138 17,260 17,153 13.3%
輸入量 2,349 2,230 1,923 1,592 1,858 ▲3.4%
消費量 17,578 17,156 16,773 17,254 17,310 3.2%
輸出量 2,391 1,436 1,262 1,384 1,386 9.8%

期末在庫量 1,705 2,314 1,340 1,590 1,656 23.5%
期末在庫率 8.5 12.4 7.4 8.5 8.9 1.4ポイント増

資料：LMC�International「Monthly�Sugar�Information�in�Major�Countries,�February�２０２２」
注１：２０１9/２０年度および２０２０/２１年度の数値は推定値、２０２１/２２年度の数値は予測値。
注２：期末在庫量、期末在庫率および各項目の前年度比は、端数処理の関係で表中の値の計算結果と一致しない場合がある。
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1６ 砂糖類・でん粉情報 2022.3

２０２１/２２年度の砂糖生産量は、ݮগす
る見込み
　２０２1/２２年度（４月〜翌３月）のサトウキビの

収穫面積は、３５万ヘクタール（前年度比1.２%減）

とΘͣかに減少すると見込まれる（表̒）。サトウ

キビ生産量は、３０11万トン（同３.1%減）と

減少すると見込まれる。

　砂糖生産量は、৽ܕίϩφウイルεײછ（C0�

7*%Ȃ1９）の֦大によるࢢ෧主ྗ製糖工で

のػցނোなͲによるՔಇ率の低下、収穫期ऴ൫の

߽雨による収穫作業のれなͲが影響し、４1５万

トン（同５.３%減）と減少すると見込まれる。

輸出量は、生産量の減少を受けて、３1０万トン（同

7.６%減）と減少向がଓくと見込まれている。

（࣌２０２１年９月）ผの生産ׂ合ࠃ6の砂糖生産見通しおよび&（ߟࢀ）
&6の砂糖生産見通し ผ㳊生産ׂ合（２０２１/２２年度）ࠃ

資料：Ԥ州ҕһձ
注１：ਫ਼製糖算。
注２：２０２０/２１年度の数値は推定値、２０２１/２２年度は予測値。

資料：Ԥ州ҕһձ
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　近年、日ຊのૈ糖（しΌ糖・みつ糖ʪ)Sίーυ17０1.1４Ȃ11０ʫおよびしΌ糖・ͦのଞʪ同�

17０1.1４Ȃ２００ʫの߹ܭ）の主要輸入ઌ国は、߽भおよびタイで、２０２1年の主要輸入ઌ国͝とのׂ߹を見ると、

߽भが８６.６%（前年比０.０３ポイント増）、タイが1３.４%（同２.９ポイント増）となっており、２Χ国で΄とん

Ͳをめている（ࡒ省ʮқ౷ܭʯ）。

4.日本の主要輸入先国の動向（２０２２年2月時点予測）

߽　भ

【サトウキビ】
収穫面積：35万ha（前年度比１.２%ݮ）
生 産 量：3０１１万トン（同3.１%ݮ）

【砂糖（甘しゃ糖）】
生 産 量：4１5万トン（同5.3%ݮ）
輸 出 量：3１０万トン（同7.6%ݮ）

２０２１/２２年度（̐月〜翌̏月）の見通し
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２０２１/２２年度の輸出量は、前年度から大幅
に回復する見込み
　２０２1/２２年度（1０月〜翌９月）のサトウキビ収

穫面積は、1４９万ヘクタール（前年度比０.２%増）

と横ばいで推移すると見込まれる（表７）。サトウ

キビ生産量は、前年度が干ばつの影響を大きく受け

た中、主産地の降雨量が平年並みまで回復し、単収

が大きく改善することで、９２５０万トン（同３８.８%

増）と平年を下回るものの、大幅に増加すると見込

まれる。

　砂糖生産量は、サトウキビ生産量の大幅な回復を

受けて1０９7万トン（同３7.６%増）と大幅に増加す

ると見込まれ、輸出量もサトウキビが記録的不作と

なった前年度からの反動を受けて、7９7万トン（同

２.０倍）と大幅な回復が見込まれる。なお、期末在

庫量は、増産見込みながらも、輸出量の大幅な回復

から４５２万トンと前年度よりも減少し（同1０.３%

減）、期末在庫率も３９.４%（同２7.５ポイント減）

と1９/２０年度に近い水準にまで大幅に低下すると

見込まれる。

製糖団体がサトウキビ確保に向け、取引価
格の引き上げを政府に要請
　２月８日付けの現地報道によると、タイ製糖協会

（TSMC）は生産者の作付け意欲の向上を目的に、

サトウキビの最低取引価格の期首価格（注１）の引き

上げを政府に要請するとしている。

　２０２1/２２年度（1０月〜翌９月）のサトウキビの

期首価格は、同国工業省内に設置されるサトウキ

ビ・砂糖委員会（TCSB）（注２）によって１トン当た

り1０7０バーツ（３777円）（注３）、また、生産者へ

の支払額算定に使用する基準糖度（納入時の糖度に

より生産者への支払額が算定される）は1０CCS（注４）

と定められている。このうち期首価格については、

生産者が要請した同11００バーツ（３８８３円）には

届かなかったものの、当初案の同1０４０バーツ

（３６71円）からは引き上げられていた。

　この状況を踏まえTSMCは、２２/２３年度および

表6　豪州の砂糖需給の推移
� （単位：千ha、千トン、%）

年度 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22
（1月予測）

2021/22
（2月予測）

前年度比
（増減率）

サトウキビ収穫面積 379 364 354 350 350 ▲1.2%
サトウキビ生産量 32,493 30,046 31,074 30,392 30,114 ▲3.1%

砂

　糖

生産量 4,717 4,293 4,385 4,182 4,154 ▲5.3%
輸入量 18 17 10 15 15 47.5%
消費量 1,044 1,056 1,036 1,062 1,062 2.5%
輸出量 3,562 3,449 3,357 3,103 3,103 ▲7.6%
期末在庫量 971 776 779 761 783 0.5%
期末在庫率 21.1 17.2 17.7 18.3 18.8 1.1ポイント増

資料：LMC�International「Monthly�Sugar�Information�in�Major�Countries,�February�２０２２」
注１：２０１9/２０年度および２０２０/２１年度の数値は推定値、２０２１/２２年度の数値は予測値。
注２：期末在庫量、期末在庫率および各項目の前年度比は、端数処理の関係で表中の値の計算結果と一致しない場合がある。

タ　イ

【サトウキビ】
収穫面積：１49万ha（前年度比０.２%増）
生 産 量：9２5０万トン（同38.8%増）

【砂糖（甘しゃ糖）】
生 産 量：１０97万トン（同37.6%増）
輸 出 量：797万トン（同２.０倍）

２０２１/２２年度（１０月〜翌９月）の見通し
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２０２１/２２年度の砂糖生産量は、ݮগす
る見込み
　２０２1/２２年度（４月〜翌３月）のサトウキビの

収穫面積は、３５万ヘクタール（前年度比1.２%減）

とΘͣかに減少すると見込まれる（表̒）。サトウ

キビ生産量は、３０11万トン（同３.1%減）と

減少すると見込まれる。

　砂糖生産量は、৽ܕίϩφウイルεײછ（C0�

7*%Ȃ1９）の֦大によるࢢ෧主ྗ製糖工で

のػցނোなͲによるՔಇ率の低下、収穫期ऴ൫の

߽雨による収穫作業のれなͲが影響し、４1５万

トン（同５.３%減）と減少すると見込まれる。

輸出量は、生産量の減少を受けて、３1０万トン（同

7.６%減）と減少向がଓくと見込まれている。

（࣌２０２１年９月）ผの生産ׂ合ࠃ6の砂糖生産見通しおよび&（ߟࢀ）
&6の砂糖生産見通し ผ㳊生産ׂ合（２０２１/２２年度）ࠃ

資料：Ԥ州ҕһձ
注１：ਫ਼製糖算。
注２：２０２０/２１年度の数値は推定値、２０２１/２２年度は予測値。

資料：Ԥ州ҕһձ
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　近年、日ຊのૈ糖（しΌ糖・みつ糖ʪ)Sίーυ17０1.1４Ȃ11０ʫおよびしΌ糖・ͦのଞʪ同�

17０1.1４Ȃ２００ʫの߹ܭ）の主要輸入ઌ国は、߽भおよびタイで、２０２1年の主要輸入ઌ国͝とのׂ߹を見ると、

߽भが８６.６%（前年比０.０３ポイント増）、タイが1３.４%（同２.９ポイント増）となっており、２Χ国で΄とん

Ͳをめている（ࡒ省ʮқ౷ܭʯ）。

4.日本の主要輸入先国の動向（２０２２年2月時点予測）

߽　भ

【サトウキビ】
収穫面積：35万ha（前年度比１.２%ݮ）
生 産 量：3０１１万トン（同3.１%ݮ）

【砂糖（甘しゃ糖）】
生 産 量：4１5万トン（同5.3%ݮ）
輸 出 量：3１０万トン（同7.6%ݮ）

２０２１/２２年度（̐月〜翌̏月）の見通し
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２０２１/２２年度の輸出量は、前年度から大幅
に回復する見込み
　２０２1/２２年度（1０月〜翌９月）のサトウキビ収

穫面積は、1４９万ヘクタール（前年度比０.２%増）

と横ばいで推移すると見込まれる（表７）。サトウ

キビ生産量は、前年度が干ばつの影響を大きく受け

た中、主産地の降雨量が平年並みまで回復し、単収

が大きく改善することで、９２５０万トン（同３８.８%

増）と平年を下回るものの、大幅に増加すると見込

まれる。

　砂糖生産量は、サトウキビ生産量の大幅な回復を

受けて1０９7万トン（同３7.６%増）と大幅に増加す

ると見込まれ、輸出量もサトウキビが記録的不作と

なった前年度からの反動を受けて、7９7万トン（同

２.０倍）と大幅な回復が見込まれる。なお、期末在

庫量は、増産見込みながらも、輸出量の大幅な回復

から４５２万トンと前年度よりも減少し（同1０.３%

減）、期末在庫率も３９.４%（同２7.５ポイント減）

と1９/２０年度に近い水準にまで大幅に低下すると

見込まれる。

製糖団体がサトウキビ確保に向け、取引価
格の引き上げを政府に要請
　２月８日付けの現地報道によると、タイ製糖協会

（TSMC）は生産者の作付け意欲の向上を目的に、

サトウキビの最低取引価格の期首価格（注１）の引き

上げを政府に要請するとしている。

　２０２1/２２年度（1０月〜翌９月）のサトウキビの

期首価格は、同国工業省内に設置されるサトウキ

ビ・砂糖委員会（TCSB）（注２）によって１トン当た

り1０7０バーツ（３777円）（注３）、また、生産者へ

の支払額算定に使用する基準糖度（納入時の糖度に

より生産者への支払額が算定される）は1０CCS（注４）

と定められている。このうち期首価格については、

生産者が要請した同11００バーツ（３８８３円）には

届かなかったものの、当初案の同1０４０バーツ

（３６71円）からは引き上げられていた。

　この状況を踏まえTSMCは、２２/２３年度および

表6　豪州の砂糖需給の推移
� （単位：千ha、千トン、%）

年度 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22
（1月予測）

2021/22
（2月予測）

前年度比
（増減率）

サトウキビ収穫面積 379 364 354 350 350 ▲1.2%
サトウキビ生産量 32,493 30,046 31,074 30,392 30,114 ▲3.1%

砂

　糖

生産量 4,717 4,293 4,385 4,182 4,154 ▲5.3%
輸入量 18 17 10 15 15 47.5%
消費量 1,044 1,056 1,036 1,062 1,062 2.5%
輸出量 3,562 3,449 3,357 3,103 3,103 ▲7.6%
期末在庫量 971 776 779 761 783 0.5%
期末在庫率 21.1 17.2 17.7 18.3 18.8 1.1ポイント増

資料：LMC�International「Monthly�Sugar�Information�in�Major�Countries,�February�２０２２」
注１：２０１9/２０年度および２０２０/２１年度の数値は推定値、２０２１/２２年度の数値は予測値。
注２：期末在庫量、期末在庫率および各項目の前年度比は、端数処理の関係で表中の値の計算結果と一致しない場合がある。

タ　イ

【サトウキビ】
収穫面積：１49万ha（前年度比０.２%増）
生 産 量：9２5０万トン（同38.8%増）

【砂糖（甘しゃ糖）】
生 産 量：１０97万トン（同37.6%増）
輸 出 量：797万トン（同２.０倍）

２０２１/２２年度（１０月〜翌９月）の見通し
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２３/２４年度の期首価格を、同1２００バーツ（４２３６

円）まで引き上げる案をܝげ、ຊ引き上げにより、

作付目のબにおけるサトウキビのڝ૪ੑが向上

し、ଞ作からのస作が期できるとした。また、

ซͤて基準糖度の1２.６３CCSへの引き上げも政府

に要請するとし、মきാによらないํ๏で収穫され

る、ߴ࣭なサトウキビの納入を生産者にଅしたい

としている。

（注１）�同国では、サトウキビ・砂糖委員会（TCSB）が当
֘年度の砂糖産業の収ӹとサトウキビの生産量を
推定し、ѹࡡが࢝まる前にサトウキビの最低取引
価格の期首価格をެ表する。ͦ のޙ、年度ऴྃ時の

࣮に基ͮき砂糖産業の収ӹをܭ࠶算し、翌1０
月͝Ζに期末価格をܾ定する。製糖ا業は、期首
価格に基ͮきサトウキビ生産者に֓算払をߦい、
期末価格に基ͮきਫ਼算するみとなっている。

（注２）�TCSBは、サトウキビおよび砂糖ؔ࿈政ࡦのࣥߦ
、で͋るタイ政府の３省（工業省ɿ製糖ؔؔػ
業協同߹省ɿݪྉ作ؔ、省ɿ砂糖の
ചങؔ）とサトウキビ生産者および製糖ا業の
表でߏされている。

（注３）ࡾ�ඛ6'+ϦサーνˍίンサルςΟンάࣜג会 ʮࣾ月
末・月中平ۉのҝସ૬ʯの１月末TTS૬で͋
る１タイバーツʹ３.５３円を使用。

（注４）�Մ製糖率（CCS）とは、サトウキビのγϣ糖ؚ༗
率、ણҡؚ༗率およびࡡोӷの७度から算出され
る回収Մな糖のׂ߹をࢦす。

λΠの砂糖（ૈ糖ɾਫ਼製糖ผ）の輸出量および輸出価格の推移（ߟࢀ）

資料：「(lobal�5raEe�"tlas」
注１：)Sίʔυ１7０１.１4（ૈ糖）および１7０１.99（ਫ਼製糖）の数値。
注２：ࠃɾҬผの数値は、ۙ１3Χ月の輸出量（ྦྷ計）上位̏Χࠃを表ࣔ。
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表̓　λΠの砂糖需給の推移
� （単位：千ha、千トン、%）

年度 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22
（1月予測）

2021/22
（2月予測）

前年度比
（増減率）

サトウキビ収穫面積 1,913 1,714 1,485 1,489 1,489 0.2%
サトウキビ生産量 130,970 74,893 66,659 92,500 92,500 38.8%

砂

　糖

生産量 15,457 8,801 7,971 10,862 10,966 37.6%
輸入量 ̐ 59 86 ̏ ̏ ▲96.5%
消費量 3,737 3,773 3,592 3,521 3,521 ▲2.0%
輸出量 10,113 8,461 3,950 7,966 7,966 2.0ഒ

期末在庫量 7,899 4,525 5,041 4,313 4,523 ▲10.3%
期末在庫率 57.0 37.0 66.8 37.5 39.4 27.5ポイント減

資料：LMC�International「Monthly�Sugar�Information�in�Major�Countries,�February�２０２２」
注１：２０１9/２０年度および２０２０/２１年度の数値は推定値、２０２１/２２年度の数値は予測値。
注２：期末在庫量、期末在庫率および各項目の前年度比は、端数処理の関係で表中の値の計算結果と一致しない場合がある。
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